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学結合 iとより発生する OH基による吸収損失の 2 つがあることを示し 乙れらの諸特性を明らかにして
いる。
第 4 章では，時間分解能 0.1 ps 以下の新しい偏波分散測定法を提案し，この測定法により，長尺単一
モード光ファイパの偏波分散を測定している。そして その測定結果をもとに 長距離光海底ケープール
における単一光ファイパの偏波分散特性を明らかにしている。




















乙れを長距離通信lζ適用して，理論的には 4 0 0 km以上の無中継伝送が可能となる乙とを示している。
以上のように，本論文はより高度な光通信方式に単一モード光ファイバを導入する際に生ずると予想
される種々の課題に関して，多くの重要な知見を得ており，電子工学とくに光ファイパ通信技術の発展
に寄与すると乙ろ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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